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気候変動を踏まえた計画へ見直し

河川整備基本⽅針検討⼩委員会 第121回（令和4年11⽉18⽇）より 1



気候変動の影響を踏まえた河川整備基本方針における外力設定

河川整備基本⽅針検討⼩委員会 第121回（令和4年11⽉18⽇）より 2



3

物部川流域における気候変動の影響

年最⼤12時間⾬量（深渕地点上流の流域平均⾬量）

気候変動による変化倍率の算定に⽤いている過去実験の期間が2010年(H22年)まで

○深渕地点上流の流域平均の年最⼤12時間⾬量は、「1976〜2010年の平均170mm」が
「2011〜2021年の平均207mm」と、1.22倍に増加傾向であることを確認
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気候変動の影響を踏まえた物部川治水計画への見直し

現⾏基本⽅針
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流量

気候変動を踏まえた
⾒直し後
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⽔
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河道配分
流量

洪⽔調節
施設等による
調節流量

河道配分
流量

洪⽔調節
施設による
調節流量

5,400m3/s

4,900m3/s

○気候変動の影響による⽔災害の激甚化・頻発化への対応として、治⽔計画を「過去の降⾬実績に基づ
く計画」から「気候変動による降⾬量の増加などを考慮した計画（2℃上昇に対応するシナリオ）」に
⾒直す。

河道配分
流量

洪⽔調節
施設等による
調節流量

（参考）
4,600m3/s

現⾏整備計画

4,200m3/s

400m3/s

500m3/s


